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武蔵野大学教養教育リサーチセンター 紀要　e Basis Vol.6（2016.3）
推薦・AO組は 20%に達した。さらに、進学後の学習意欲や大学生活の満足度が、受験勉



























































































Cummins（2000）は言語能力を、「会話的言語力（CLP : Conversational Language Prociency）」
と「アカデミック言語力（ALP : Academic Language Prociency）」の 2種類に区分してい
る。これは彼が従来提唱していた「伝達言語能力（BICS : Basic Interpersonal Communicative 
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【追記】　本稿執筆中に親友のご尊父様がご逝去されました。長年にわたって親交を深めてくれた友へ
の感謝の気持ちを表するとともに、ご尊父様のご冥福をお祈りいたします。
